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○
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
九
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
九
十

六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
五
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生

労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
一
章
の
二

基
本
指
針
及
び
予
防
計
画
（
第
一
条
の
二
・
第
一
条
の
三
）

（
新
設
）

第
二
章
～
第
五
章

（
略
）

第
二
章
～
第
五
章

（
略
）

第
六
章

医
療

第
六
章

医
療
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
の
二
）

第
一
節

医
療
措
置
協
定
等
（
第
十
九
条
の
二
―
第
十
九
条
の
六
）

第
二
節

流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
（
第
十
九
条
の
七
）

第
三
節

入
院
患
者
の
医
療
等
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
の
二
）

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
三
―
第
二
十

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
三
―
第
二
十

三
条
の
十
一
）

三
条
の
十
）

第
八
章

新
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
十
二
―
第
二
十
七
条
の
二
）

第
八
章

新
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
十
一
―
第
二
十
七
条
）

第
九
章

結
核
（
第
二
十
七
条
の
二
の
二
―
第
二
十
七
条
の
十
一
）

第
九
章

結
核
（
第
二
十
七
条
の
二
―
第
二
十
七
条
の
十
一
）

第
十
章
～
第
十
二
章

（
略
）

第
十
章
～
第
十
二
章

（
略
）

附
則

附
則

（
五
類
感
染
症
）

（
五
類
感
染
症
）

第
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

第
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
六
項

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
六
項

第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
性
の
疾
病
は
、
次
に
掲

第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
性
の
疾
病
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
目
細
菌
感
染
症

五

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
感
染
症

六
～
四
十

（
略
）

六
～
四
十

（
略
）

第
一
章
の
二

基
本
指
針
及
び
予
防
計
画

（
新
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
）
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第
一
条
の
二

法
第
九
条
第
二
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の

（
新
設
）

確
保
に
係
る
目
標
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
一
号
に
掲

げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内

容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院

さ
せ
る
た
め
の
病
床
数

二

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
二
号
に
掲

げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内

容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ

て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
又
は
新
感
染
症
に
か
か

っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
者
若
し
く
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と

疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
の
診
療
を
行
う
医
療
機
関
数

三

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
三
号
に
掲

げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内

容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
宿
泊
施
設
若
し
く
は
居
宅
若
し
く

は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
に
お
け
る
法
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
一
項
（

法
第
四
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
法
第
五
十
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
数

四

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
四
号
に
掲

げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内

容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
数

五

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
五
号
に
掲

げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
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容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
医
療
担
当
従
事
者
、
同
項

に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
予
防
等
業
務
関
係
者
、
法

第
四
十
四
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
項
に
規
定
す
る
指

定
感
染
症
医
療
担
当
従
事
者
、
同
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同

項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
予
防
等
業
務
関
係
者
、
法
第
五
十
一
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
医
療
担
当
従
事
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る

新
感
染
症
予
防
等
業
務
関
係
者
（
第
九
号
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症
医
療
担
当
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
の
確
保
数

六

法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同
項
第
二

号
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
法
第

五
十
三
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
防
護
具
の
備
蓄
を
十
分
に
行

う
医
療
機
関
の
数

七

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
患
者
、
疑

似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
若
し
く
は
当
該
感
染
症
に
か

か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
若
し
く
は
新
感
染

症
の
所
見
が
あ
る
者
若
し
く
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う

に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の

検
査
の
実
施
能
力
及
び
地
方
衛
生
研
究
所
等
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
同
法
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
機
関
（
当
該
地
方
公
共
団
体
が

当
該
業
務
を
他
の
機
関
に
行
わ
せ
る
場
合
は
、
当
該
機
関
）
を
い
う
。
）

に
お
け
る
検
査
機
器
の
数

八

法
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査
等
措
置
協
定
（
同
項
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く

宿
泊
施
設
の
確
保
居
室
数

九

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
医
療
担
当
従
事
者
等
、
保
健
所
の
職

員
そ
の
他
の
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
人
材
の
研
修
及
び
訓
練
の
回
数

十

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感

染
症
等
発
生
等
公
表
期
間
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
保
健
所
の

業
務
を
行
う
人
員
及
び
地
域
保
健
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
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で
あ
っ
て
必
要
な
研
修
を
受
け
た
も
の
の
確
保
数

２

法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に
係

る
目
標
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
目
標
そ
の
他
予
防
計
画
を
作
成
す
る
都
道

府
県
が
必
要
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
条
第
十
五
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
制
の
確
保
に

係
る
目
標
は
、
第
一
項
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
目
標
（
同
項
第

八
号
に
掲
げ
る
目
標
に
あ
っ
て
は
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（

以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と
い
う
。
）
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。

）
そ
の
他
予
防
計
画
を
作
成
す
る
保
健
所
設
置
市
等
が
必
要
と
認
め
る
も
の

と
す
る
。

（
法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の
達
成
の
状
況
の
報
告
及
び
公

表
）

第
一
条
の
三

法
第
十
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

（
新
設
）

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
電
子
メ
ー
ル
そ
の
他

の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る

電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
）
の
送
信
の
方
法
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
十
二
項
（
同
条
第
十
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の

他
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類

感
染
症
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
つ

感
染
症
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
つ

い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
目
細
菌
感
染
症

三

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
感
染
症
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四
～
二
十
一

（
略
）

四
～
二
十
一

（
略
）

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

（
獣
医
師
の
届
出
）

（
獣
医
師
の
届
出
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
。
第
八
条
、

３

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所

第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
条
の
三
第
三
項

設
置
市
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
。
第
八
条
、
第
九
条
の
二

、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
一
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分

第
一
項
、
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
及

に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
三
条
の
四
、
第
二
十
三
条
の
六

び
第
六
項
、
第
二
十
一
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
二
十
三
条
の
七
、
第
二
十
六
条
の
二
並
び
に
第
二
十
六
条
の
三
に
お
い

、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
三
条
の
四
、
第
二
十
三
条
の
六
、
第
二
十
三

て
同
じ
。
）
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

条
の
七
、
第
二
十
六
条
の
二
並
び
に
第
二
十
六
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
法
第
十

は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合

五
条
第
一
項
の
規
定
の
実
施
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
法
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
の
実
施
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

第
六
章

医
療

第
六
章

医
療

第
一
節

医
療
措
置
協
定
等

（
新
設
）

（
公
的
医
療
機
関
等
並
び
に
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
特
定
機
能
病
院
の
医

療
の
提
供
の
義
務
等
）

第
十
九
条
の
二

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
に

（
新
設
）

当
た
っ
て
は
、
当
該
通
知
の
対
象
と
な
る
医
療
機
関
が
所
在
す
る
地
域
に
お

け
る
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
の
状
況
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
は
、
同
項
の
医
療
機
関
の
管
理
者
と
法
第
三
十
六
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
協
議
と
併
せ
て
行
う
も

の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
必
要
な

措
置
を
迅
速
か
つ
適
確
に
講
ず
る
も
の
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
都
道
府
県
の
区
域
内
の
各
地
域
に
お
け
る
感
染
症
の
患
者
に
対
す



- 7 -

る
医
療
の
状
況
を
勘
案
し
て
当
該
地
域
に
所
在
す
る
医
療
機
関
の
機
能
等
に

応
じ
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
と

す
る
。

４

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項

各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
方
法
、
同
項
に
規
定
す
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
発
生
等
公
表
期
間
以
外
の
期
間
に
お
い
て

実
施
す
る
当
該
措
置
に
係
る
準
備
に
関
す
る
事
項
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る

通
知
の
変
更
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

と
す
る
。

５

法
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

通
知
の
内
容
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

前
項
の
公
表
は
、
必
要
に
応
じ
、
次
条
第
三
項
の
公
表
と
併
せ
て
行
う
も

の
と
す
る
。

（
医
療
機
関
の
協
定
の
締
結
等
）

第
十
九
条
の
三

法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
の

（
新
設
）

締
結
は
、
書
面
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の

知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ

っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

を
含
む
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は

、
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
等
発
生
等
公
表
期
間
以
外
の
期
間
に
お
い
て
実
施
す
る
法
第
三
十
六
条
の

三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
措
置
に
係
る
必
要
な
準
備
に
関
す
る
事
項

及
び
同
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
の
変
更
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
都
道

府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医

療
措
置
協
定
の
内
容
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
公
表
は
、
必
要
に
応
じ
、
前
条
第
五
項
の
公
表
と
併
せ
て
行
う
も
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の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が

調
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
協
議
を
行
う
医
療
機
関
の
管
理
者
そ
の
他
当
該
協

議
に
関
係
す
る
者
に
対
し
、
当
該
協
議
の
内
容
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
理
由
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
理
由
が
十
分
で
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
医
療
機
関
の
管
理
者
そ
の
他
当
該
協
議
に
関

係
す
る
者
に
対
し
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
医
療
審
議
会
に
出
席
し
、
当
該
理
由
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
説
明
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
当
該
求
め
に
応
じ
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
医
療
措
置
協
定
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
の
状
況
の
報
告
等
）

第
十
九
条
の
四

法
第
三
十
六
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報

（
新
設
）

告
の
求
め
は
、
期
限
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
六
条
の
五
第
四
項
の
電
磁
的
方
法
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を

使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
管
理
す
る
電
気
通
信
設
備
の
記
録
媒
体
に
情
報
を
記
録
す

る
も
の
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
の
五
第
九
項
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の

他
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
等
の
協
定
の
締
結
等
）

第
十
九
条
の
五

第
十
九
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第

（
新
設
）

三
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査
等
措
置
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
第
三
十
六
条
の
三
第

一
項
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
第
六
号
」
と
、
「

第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六

条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
設
置
市
等
の
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
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第
三
十
六
条
の
三
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
の
六
第
二
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
等
措
置
協
定
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
の
状
況
の
報
告
等
）

第
十
九
条
の
六

第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
の
八
第
一

（
新
設
）

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求
め
に
つ
い
て
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定

は
法
第
三
十
六
条
の
八
第
三
項
の
電
磁
的
方
法
に
つ
い
て
、
第
十
九
条
の
四

第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
の
八
第
五
項
の
公
表
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
準
用
す
る
。

第
二
節

流
行
初
期
医
療
確
保
措
置

（
新
設
）

（
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
）

第
十
九
条
の
七

法
第
三
十
六
条
の
九
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

（
新
設
）

準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基

準
を
参
酌
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
措
置

次
の
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
掲
げ
る
基
準

イ

当
該
措
置
の
実
施
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
要
請
が
あ
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
七
日
以
内
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
法
第
三
十
六

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
に
基
づ
き
当
該
措
置
を
講

ず
る
た
め
に
確
保
す
る
病
床
数
が
三
十
床
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
同
項
第
四
号
に

掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
医
療
機

関
又
は
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同

号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
し
た

医
療
機
関
と
必
要
な
連
携
を
行
う
こ
と
そ
の
他
法
第
三
十
六
条
の
二
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置

次
の
イ
及
び
ロ
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に
掲
げ
る
基
準

イ

当
該
措
置
の
実
施
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
要
請
が
あ
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
七
日
以
内
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
法
第
三
十
六

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
に
基
づ
き
一
日
あ
た
り
二

十
人
以
上
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症

の
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足

り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
又
は
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
わ

れ
る
者
若
し
く
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る

正
当
な
理
由
の
あ
る
者
の
診
療
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
節

入
院
患
者
の
医
療
等

（
新
設
）

（
入
院
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）

（
入
院
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

（
都
道
府
県
知
事
の
指
導
）

（
都
道
府
県
知
事
の
指
導
）

第
二
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
っ
て
大
学
の

第
二
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
っ
て
大
学
の

付
属
病
院
そ
の
他
教
育
又
は
研
究
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
に
対
し
、
法

付
属
病
院
そ
の
他
教
育
又
は
研
究
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
に
対
し
、
法

第
三
十
八
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
規
定
す
る
指
導
を
行
う
に
当
た
っ

第
三
十
八
条
第
五
項
、
第
六
項
又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
指
導
を
行
う
に
当

て
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
又
は
研
究
に
不
当
に
関
与
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も

た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
又
は
研
究
に
不
当
に
関
与
し
な
い
よ
う
配
慮
す

の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
検
体
の
提
出
要
請
等
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
検
体
の
提
出
要
請
等
）

第
二
十
三
条
の
八

法
第
四
十
四
条
の
三
の
五
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

第
二
十
三
条
の
八

法
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

第
八
条
第
五
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

２

第
八
条
第
五
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

は
、
法
第
四
十
四
条
の
三
の
五
第
四
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

は
、
法
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
四
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
二
号
中
「
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感

場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
二
号
中
「
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感

染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
」
と

染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
」
と
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あ
る
の
は
、
「
検
査
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
の
は
、
「
検
査
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
退
院
等
の
届
出
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
退
院
等
の
届
出
）

第
二
十
三
条
の
九

法
第
四
十
四
条
の
三
の
六
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感

第
二
十
三
条
の
九

法
第
四
十
四
条
の
三
の
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感

染
症
指
定
医
療
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ

染
症
指
定
医
療
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ

れ
た
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指

れ
た
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指

定
さ
れ
た
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
及
び
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機

定
さ
れ
た
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
及
び
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
と
す
る
。

関
と
す
る
。

２

法
第
四
十
四
条
の
三
の
六
の
届
出
は
、
同
条
の
患
者
の
入
院
中
の
状
態
、

２

法
第
四
十
四
条
の
三
の
三
の
届
出
は
、
同
条
の
患
者
の
入
院
中
の
状
態
、

転
帰
等
に
つ
い
て
迅
速
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
つ
い
て
は
当
該
患

転
帰
等
に
つ
い
て
迅
速
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
つ
い
て
は
当
該
患

者
が
退
院
し
、
又
は
死
亡
し
た
後
直
ち
に
、
そ
れ
以
外
の
と
き
に
つ
い
て
は

者
が
退
院
し
、
又
は
死
亡
し
た
後
直
ち
に
、
そ
れ
以
外
の
と
き
に
つ
い
て
は

必
要
と
認
め
る
期
間
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

必
要
と
認
め
る
期
間
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
四
条
の
三
の
六
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

３

法
第
四
十
四
条
の
三
の
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

（
他
の
都
道
府
県
知
事
等
に
よ
る
応
援
等
）

第
二
十
三
条
の
十

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
二
項
第
四
号
（
法
第
四
十
四

（
新
設
）

条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
同
項
の
応
援
に
従
事
す
る
者
が
宿
泊
す
る
施
設
の
確
保
そ
の
他
の

他
の
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
応
援
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
六
項
（
法
第
四
十
四
条
の
八
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
医
療
機
関
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
（
医
療
法
第
四
条
第
一
項

の
地
域
医
療
支
援
病
院
を
い
う
。
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
、
特
定
機
能
病
院
（
同
法
第
四
条
の
二
第
一
項
の
特
定
機
能
病
院
を
い

う
。
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
同
法
第
三
十
条
の

十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
を
締
結
し
た
医
療
機
関
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
応

援
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
応
援
を
求
め
る
医
療
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
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る
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る

。
４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

通
知
の
内
容
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
意
見
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
。

５

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
応
援
の
求
め
は
、
当
該

応
援
を
求
め
る
医
療
機
関
を
管
理
又
は
運
営
す
る
法
人
等
に
対
し
、
一
括
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
の
十
一
～
第
二
十
三
条
の
十
三

（
略
）

第
二
十
三
条
の
十
～
第
二
十
三
条
の
十
二

（
略
）

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
提
出
要
請
等
）

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
提
出
要
請
等
）

第
二
十
三
条
の
十
四

法
第
五
十
条
の
六
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

第
二
十
三
条
の
十
三

法
第
五
十
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

第
八
条
第
五
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

２

第
八
条
第
五
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

は
、
法
第
五
十
条
の
六
第
四
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
法
第
五
十
条
の
三
第
四
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
八
条
第
二
号
中
「
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、

お
い
て
、
第
八
条
第
二
号
中
「
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
」
と
あ
る
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
」
と
あ
る
の

は
、
「
検
査
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

は
、
「
検
査
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
退
院
等
の
届
出
）

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
退
院
等
の
届
出
）

第
二
十
三
条
の
十
五

第
二
十
三
条
の
九
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
の
七
の
届

第
二
十
三
条
の
十
四

第
二
十
三
条
の
九
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
の
四
の
届

出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
他
の
都
道
府
県
知
事
等
に
よ
る
応
援
等
）

第
二
十
七
条
の
二

法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で

（
新
設
）

定
め
る
基
準
は
、
同
項
の
応
援
に
従
事
す
る
者
が
宿
泊
す
る
施
設
の
確
保
そ

の
他
の
他
の
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
応
援
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の

整
備
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
五
十
一
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
機
関
は
、
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地
域
医
療
支
援
病
院
、
特
定
機
能
病
院
及
び
医
療
法
第
三
十
条
の
十
二
の
六

第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
を
締
結
し
た
医
療
機
関
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
五
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
応
援
を

求
め
る
と
き
は
、
当
該
応
援
を
求
め
る
医
療
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
対
し
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

通
知
の
内
容
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
意
見
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
。

５

法
第
五
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
応
援
の
求
め
は
、
当
該
応
援

を
求
め
る
医
療
機
関
を
管
理
又
は
運
営
す
る
法
人
等
に
対
し
、
一
括
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
健
康
診
断
の
方
法
）

（
健
康
診
断
の
方
法
）

第
二
十
七
条
の
二
の
二

（
略
）

第
二
十
七
条
の
二

（
略
）

（
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

（
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
二
十
八

（
略
）

第
三
十
一
条
の
二
十
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ

３

法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ

の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い

の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い

て
は
、
第
一
項
第
六
号
中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病
原
体
等
を
取

て
は
、
第
一
項
第
六
号
中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病
原
体
等
を
取

り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ
の

法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ
の

他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適

他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適

用
し
な
い
。

用
し
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

（
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
二
十
九

（
略
）

第
三
十
一
条
の
二
十
九

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て

３

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定

は
、
第
一
項
第
六
号
中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
三
種
病
原
体
等
を
取
り

め
る
三
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号
中

扱
う
施
設
」
と
す
る
。

「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
三
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適
用

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

し
な
い
。

る
三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

（
四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十

（
略
）

第
三
十
一
条
の
三
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン

３

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ

る
。
）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三

ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病

条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ

原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設

ル
ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号
中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
四
種
病
原

る
四
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号
中
「

体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
四
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、

法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限
る

ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限
る

。
）
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ

。
）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条

ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病
原

第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル

体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合

ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

に
は
、
適
用
し
な
い
。

四
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
二
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

（
二
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
二

（
略
）

第
三
十
一
条
の
三
十
二

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上

の
基
準
の
う
ち
、
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

の
基
準
の
う
ち
、
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
六
号
に
掲
げ

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
六
号
に
掲
げ

る
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮

る
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮

沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ

沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ

る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以

る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

４

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ

４

法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ

の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五

の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五

号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
中
「
排
気
並
び
に
二
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ

を
含
む
。
）
中
「
排
気
並
び
に
二
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ

れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染

れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十

さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十

五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
三
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

（
三
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
三

（
略
）

第
三
十
一
条
の
三
十
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号

４

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

め
る
三
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十

含
む
。
）
中
「
排
気
並
び
に
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
排
気
並

の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ

び
に
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品

れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五

」
と
あ
る
の
は
「
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
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（
四
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

（
四
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
四

（
略
）

第
三
十
一
条
の
三
十
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上

の
基
準
の
う
ち
、
四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

の
基
準
の
う
ち
、
四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
六
号
に
掲
げ

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
六
号
に
掲
げ

る
四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮

る
四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮

沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ

沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ

る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等

る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等

以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

４

法
第
六
条
第
二
十
五
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン

４

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
が
Ｈ
二
Ｎ
二
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ

る
。
）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三

ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病

条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ

原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第

ル
ス
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用

る
四
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五

す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
排
気
並
び
に
四
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ

第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
排
気
並
び

れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
四
種
病
原
体
等
に
よ

に
四
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」

っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一

と
あ
る
の
は
「
四
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品

条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用

」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

し
な
い
。

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

別
表
第
一
（
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
関
係
）

第

一

欄

第

二

欄

第

三

欄

第

一

欄

第

二

欄

第

三

欄

（
届
出
動
物

（
感
染
症
）

（
事

項
）

（
届
出
動
物

（
感
染
症
）

（
事

項
）

等
）

等
）
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一

齧
歯
目

ペ

ス
ト

、
狂

（
略
）

一

齧
歯
目

ペ
ス

ト
、

狂

（
略
）

に
属
す
る

犬
病

、
エ

ム

に
属
す
る

犬

病
、

サ
ル

動
物
（
法

ポ
ッ

ク
ス

、

動
物
（
法

痘

、

腎
症
候

第
五
十
四

腎
症

候

性
出

第
五
十
四

性

出

血
熱
、

条
に
規
定

血

熱
、

ハ
ン

条
に
規
定

ハ

ン

タ
ウ
イ

す
る
指
定

タ

ウ
イ

ル
ス

す
る
指
定

ル
ス

肺
症
候

動
物
（
以

肺

症
候

群
、

動
物
（
以

群
、

野
兎

病

下
「
指
定

野

兎
病

及
び

下
「
指
定

及
び

レ
プ

ト

動
物
」
と

レ

プ
ト

ス
ピ

動
物
」
と

ス
ピ
ラ
症

い
う
。
）

ラ
症

い
う
。
）

及
び
次
項

及
び
次
項

の
第
一
欄

の
第
一
欄

に
掲
げ
る

に
掲
げ
る

も
の
を
除

も
の
を
除

く
。
）

く
。
）

二

齧
歯
目

ペ

ス
ト

、
狂

（
略
）

二

齧
歯
目

ペ

ス

ト
、
狂

（
略
）

に
属
す
る

犬

病
、

エ
ム

に
属
す
る

犬

病
、
サ

ル

動
物
（
指

ポ

ッ

ク
ス
、

動
物
（
指

痘

、
腎
症

候

定
動
物
を

腎
症

候
性

出

定
動
物
を

性

出
血

熱
、

除
く
。
）

血
熱

、
ハ

ン

除
く
。
）

ハ

ン
タ

ウ
イ

で
あ
っ
て

タ
ウ

イ

ル
ス

で
あ
っ
て

ル

ス

肺
症
候

、
感
染
性

肺

症
候

群
、

、
感
染
性

群

、

野
兎
病

の
疾
病
の

野

兎
病

及
び

の
疾
病
の

及
び

レ
プ
ト

病
原
体
に

レ

プ
ト

ス
ピ

病
原
体
に

ス
ピ
ラ
症

汚
染
さ
れ

ラ
症

汚
染
さ
れ

、
又
は
汚

、
又
は
汚

染
さ
れ
た

染
さ
れ
た

疑
い
の
な

疑
い
の
な

い
こ
と
が

い
こ
と
が



- 18 -

確
認
さ
れ

確
認
さ
れ

、
動
物
を

、
動
物
を

介
し
て
人

介
し
て
人

に
感
染
す

に
感
染
す

る
お
そ
れ

る
お
そ
れ

の
あ
る
疾

の
あ
る
疾

病
が
発
生

病
が
発
生

し
、
又
は

し
、
又
は

ま
ん
延
し

ま
ん
延
し

な
い
よ
う

な
い
よ
う

衛
生
的
な

衛
生
的
な

状
態
で
管

状
態
で
管

理
さ
れ
て

理
さ
れ
て

い
る
も
の

い
る
も
の

（
厚
生
労

（
厚
生
労

働
大
臣
が

働
大
臣
が

定
め
る
材

定
め
る
材

質
及
び
形

質
及
び
形

状
に
適
合

状
に
適
合

す
る
容
器

す
る
容
器

に
入
れ
ら

に
入
れ
ら

れ
て
い
る

れ
て
い
る

も
の
に
限

も
の
に
限

る
。
）

る
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

六

齧
歯
目

ペ

ス
ト

、
エ

（
略
）

六

齧
歯
目

ペ
ス

ト
、
サ

（
略
）

に
属
す
る

ム

ポ

ッ
ク
ス

に
属
す
る

ル

痘
、
腎

症

動
物
の
死

、
腎

症
候

性

動
物
の
死

候

性
出

血
熱

体
（
次
項

出
血

熱
、

ハ

体
（
次
項

、

ハ
ン

タ
ウ
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の
第
一
欄

ン

タ
ウ

イ
ル

の
第
一
欄

イ

ル
ス
肺

症

に
掲
げ
る

ス
肺

症
候
群

に
掲
げ
る

候

群
、
野

兎

も
の
を
除

、
野

兎
病

及

も
の
を
除

病

及
び

レ
プ

く
。
第
三

び
レ

プ
ト

ス

く
。
第
三

ト
ス
ピ
ラ
症

欄
に
お
い

ピ
ラ
症

欄
に
お
い

て
同
じ
。

て
同
じ
。

）

）

七

齧
歯
目

ペ

ス
ト

、
エ

（
略
）

七

齧
歯
目

ペ

ス

ト
、
サ

（
略
）

に
属
す
る

ム

ポ
ッ

ク
ス

に
属
す
る

ル

痘
、
腎

症

動
物
の
死

、

腎

症
候
性

動
物
の
死

候

性
出
血

熱

体
で
あ
っ

出
血

熱
、

ハ

体
で
あ
っ

、

ハ
ン

タ
ウ

て
、
ホ
ル

ン
タ

ウ
イ

ル

て
、
ホ
ル

イ

ル

ス
肺
症

ム
ア
ル
デ

ス
肺

症

候
群

ム
ア
ル
デ

候

群

、
野
兎

ヒ
ド
溶
液

、

野
兎

病
及

ヒ
ド
溶
液

病

及

び
レ
プ

（
濃
度
が

び

レ
プ

ト
ス

（
濃
度
が

ト
ス
ピ
ラ
症

三
・
五
重

ピ
ラ
症

三
・
五
重

量
パ
ー
セ

量
パ
ー
セ

ン
ト
以
上

ン
ト
以
上

の
も
の
に

の
も
の
に

限
る
。
以

限
る
。
以

下
同
じ
。

下
同
じ
。

）
又
は
エ

）
又
は
エ

タ
ノ
ー
ル

タ
ノ
ー
ル

溶
液
（
濃

溶
液
（
濃

度
が
七
十

度
が
七
十

重
量
パ
ー

重
量
パ
ー

セ
ン
ト
以

セ
ン
ト
以

上
の
も
の

上
の
も
の

に
限
る
。

に
限
る
。

以
下
同
じ

以
下
同
じ



- 20 -

。
）
の
い

。
）
の
い

ず
れ
か
の

ず
れ
か
の

溶
液
中
に

溶
液
中
に

密
封
さ
れ

密
封
さ
れ

た
も
の

た
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章
の
二
の
二

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章
の
二
の
二

（
略
）

第
四
章
の
二
の
二
の
二

災
害
・
感
染
症
医
療
確
保
事
業
に
係
る
人
材
の
確

（
新
設
）

保
等
（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
―
第
三
十
条
の

三
十
三
の
二
の
四
）

第
四
章
の
二
の
三

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

第
四
章
の
二
の
三

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
の
五
―
第
三
十
条
の
三
十

（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
―
第
三
十
条
の
三
十
三
の

三
の
十
四
）

十
四
）

第
四
章
の
三
～
第
七
章

（
略
）

第
四
章
の
三
～
第
七
章

（
略
）

附
則

附
則

第
一
条
の
十
四

（
略
）

第
一
条
の
十
四

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

12

12

法
第
七
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
件
は
、
法
第
三
十
条
の

法
第
七
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
件
は
、
法
第
三
十
条
の

13

13

四
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
若
し

四
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は

く
は
同
条
第
十
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
に
お
い
て
当
該
病
床

同
条
第
十
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
に
お
い
て
当
該
病
床
に
係

に
係
る
業
務
が
行
わ
れ
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
に

る
業
務
が
行
わ
れ
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
許
可
に
係
る
病
院
又
は
診

規
定
す
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お

療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当
該
許
可
に
係
る
病
床
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
限
を
経
過
し
た
場
合
に
は
、
当
該
許
可
に

い
て
「
特
例
許
可
病
床
」
と
い
う
。
）
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は

係
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当
該
許
可
に
係
る
病
床
（

医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
許
可
病
床
」
と
い
う
。
）
が
療
養
病
床
等
の

、
特
例
許
可
病
床
が
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の

み
で
あ
る
場
合
は
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第

項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道

十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、
特
例
許
可
病
床
が
精
神
病
床
、
感
染
症
病

府
県
の
区
域
と
し
、
特
例
許
可
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ

床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と
い
う
。
）

る
場
合
は
同
号
に
規
定
す
る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）

の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
し
、
特
例
許
可
病
床
が
療
養

に
お
け
る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
当
該
許
可
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応

病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る
場
合
は
同
号
に
規
定
す
る
区
域
及
び
当
該

じ
た
数
（
特
例
許
可
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域

都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
当
該

に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
の
う
ち
、
同
条
第
八
項
の
厚
生
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許
可
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
特
例
許
可
病
床
が
療
養
病
床
等
の

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の

み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
）

当
該
許
可
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
特
例
許
可
病
床
が

の
う
ち
、
同
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画

療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一

に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
許
可
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
基

般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
）
を
超
え
て
い
る
病
床
数
の
範
囲
内
で
特
例
許

準
病
床
数
（
特
例
許
可
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地

可
病
床
の
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置

域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
）
を
超
え
て
い

を
と
る
こ
と
と
す
る
。

る
病
床
数
の
範
囲
内
で
特
例
許
可
病
床
の
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
条

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
管
理
者
は
、
患
者
、
妊
婦
、
産
婦
又

第
十
条

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
管
理
者
は
、
患
者
、
妊
婦
、
産
婦
又

は
じ
よ
く
婦
を
入
院
さ
せ
、
又
は
入
所
さ
せ
る
に
当
た
り
、
次
の
各
号
に
掲

は
じ
よ
く
婦
を
入
院
さ
せ
、
又
は
入
所
さ
せ
る
に
当
た
り
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号

げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
臨
時
応
急
の
た
め
入
院
さ
せ
、
又
は
入

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
臨
時
応
急
の
た
め
入
院
さ
せ
、
又
は
入

所
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
く
、
ま
た
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に

所
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

つ
い
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る

。
）
又
は
同
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
措
置
協
定
（
同

号
に
掲
げ
る
措
置
を
そ
の
内
容
に
含
む
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
措
置
を

実
施
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

（
基
準
病
床
数
の
算
定
）

（
基
準
病
床
数
の
算
定
）

第
三
十
条
の
三
十

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
基
準
病

第
三
十
条
の
三
十

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
基
準
病

床
数
（
以
下
「
基
準
病
床
数
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
区
分

床
数
（
以
下
「
基
準
病
床
数
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
区
分

ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
数
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

感
染
症
病
床

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

四

感
染
症
病
床

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
る
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
て

の
感
染
症
病
床
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
の

い
る
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
感
染
症
病
床
並
び
に
同
条
第
二
項
の
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指
定
を
受
け
て
い
る
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
及
び
第
二
種
感
染
症

規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
て
い
る
第
一
種
感
染
症
指

指
定
医
療
機
関
の
感
染
症
病
床
の
数
を
合
算
し
た
数
を
基
準
と
し
て
都
道

定
医
療
機
関
及
び
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
感
染
症
病
床
の
数
を

府
県
知
事
が
定
め
る
数

合
算
し
た
数
を
基
準
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
数

（
特
定
の
病
床
等
に
係
る
特
例
）

（
特
定
の
病
床
等
に
係
る
特
例
）

第
三
十
条
の
三
十
二

令
第
五
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

第
三
十
条
の
三
十
二

令
第
五
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す
る
。

省
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

第
四
章
の
二
の
二
の
二

災
害
・
感
染
症
医
療
確
保
事
業
に
係
る
人
材

（
新
設
）

の
確
保
等

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二

法
第
三
十
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省

（
新
設
）

令
で
定
め
る
基
準
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
実
施
す
る
研
修
の
課
程
を
修
了
し

た
こ
と
又
は
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二

申
請
者
の
所
属
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

申
請
者
の
職
種

四

申
請
者
が
医
師
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
で
あ
る

場
合
は
、
医
籍
、
保
健
師
籍
、
助
産
師
籍
、
看
護
師
籍
又
は
准
看
護
師
籍

の
登
録
番
号

五

前
項
の
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
年
月
日
そ
の
他
前
項
の
基
準
に
該
当

す
る
旨

六

そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
の
二

法
第
三
十
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
登
録
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
災
害
・
感
染
症
医
療
業
務
従
事
者
は
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、
前
条
第
二
項
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ

た
と
き
は
、
三
十
日
以
内
に
当
該
事
項
の
変
更
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
の
三

法
第
三
十
条
の
十
二
の
四
の
厚
生
労
働
省
令

（
新
設
）

で
定
め
る
も
の
は
、
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
の
四

法
第
三
十
条
の
十
二
の
六
第
一
項
第
七
号
の

（
新
設
）

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
協
定
に
基
づ
く
措
置

に
係
る
準
備
に
関
す
る
事
項
及
び
当
該
協
定
の
変
更
に
関
す
る
事
項
そ
の
他

都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
の
十
二
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求
め
は
、
期
限

を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
条
の
十
二
の
六
第
三
項
及
び
第
五
項
の
報
告
は
、
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
、

書
面
の
交
付
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
三
十
条
の
十
二
の
六
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
に
基
づ
く
法
第
三
十
条
の
十
二
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
災
害
・
感
染
症
医
療
業
務
従
事
者
又
は
法
第
三
十
条
の
十
二
の

六
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
医
療
隊
の
派
遣
の
状
況
、
当
該
協
定
を
締
結

し
た
病
院
又
は
診
療
所
の
運
営
状
況
そ
の
他
の
協
定
に
基
づ
く
措
置
の
実
施

に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

（
病
床
の
機
能
の
区
分
）

（
病
床
の
機
能
の
区
分
）

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
の
五

（
略
）

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二

（
略
）
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（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
健
康
福
祉
部
の
所
掌
事
務
）

（
健
康
福
祉
部
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
七
条

健
康
福
祉
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
百
七
条

健
康
福
祉
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
五

（
略
）

一
～
十
五

（
略
）

十
六

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

十
六

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

第
五
十
六
条
の
十
六
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原

第
五
十
六
条
の
十
六
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原

体
等
の
所
持
又
は
輸
入
の
届
出
並
び
に
同
法
第
六
条
第
二
十
四
項
に
規
定

体
等
の
所
持
又
は
輸
入
の
届
出
並
び
に
同
法
第
六
条
第
二
十
二
項
に
規
定

す
る
三
種
病
原
体
等
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
四
種
病
原
体
等

す
る
三
種
病
原
体
等
又
は
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
四
種
病
原
体
等

を
所
持
し
、
又
は
輸
入
し
た
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

を
所
持
し
、
又
は
輸
入
し
た
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
～
八
十
三

（
略
）

十
七
～
八
十
三

（
略
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

（
健
康
福
祉
課
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
百
十
二
条

健
康
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第

五

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第

五
十
六
条
の
十
六
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原
体

五
十
六
条
の
十
六
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原
体

等
の
所
持
又
は
輸
入
の
届
出
並
び
に
同
法
第
六
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す

等
の
所
持
又
は
輸
入
の
届
出
並
び
に
同
法
第
六
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す

る
三
種
病
原
体
等
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
四
種
病
原
体
等
を

る
三
種
病
原
体
等
又
は
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
四
種
病
原
体
等
を

所
持
し
、
又
は
輸
入
し
た
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

所
持
し
、
又
は
輸
入
し
た
者
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

六
～
二
十
六

（
略
）

六
～
二
十
六

（
略
）
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（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
等
の
譲
渡
等
の
特
例
の
手
続
に
関
す
る

省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
等
の
譲
渡
等
の
特
例
の
手
続
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
譲
渡
の
申
請
）

（
譲
渡
の
申
請
）

第
一
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（

第
一
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（

平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条

平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
必
要
な
医
薬
品
、

の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
必
要
な
医
薬
品
そ

医
療
機
器
、
個
人
防
護
具
そ
の
他
の
物
資
及
び
資
材
（
以
下
「
医
薬
品
等
」

の
他
の
物
資
（
以
下
「
医
薬
品
等
」
と
い
う
。
）
の
譲
渡
を
受
け
よ
う
と
す

と
い
う
。
）
の
譲
渡
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
の
各

る
者
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
医
薬
品
等
を
管
理
す
る
物
品

を
当
該
医
薬
品
等
を
管
理
す
る
物
品
管
理
官
等
（
物
品
管
理
法
（
昭
和
三
十

管
理
官
等
（
物
品
管
理
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
八
条
第

一
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
物
品
管
理
官
又
は
同

三
項
に
規
定
す
る
物
品
管
理
官
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
分
任
物
品
管

条
第
六
項
に
規
定
す
る
分
任
物
品
管
理
官
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
経
由

理
官
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
経
由
し
て
提
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
て
提
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第
五
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

第
三
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
三
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
三
十
一
号
）
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
職

第
三
十
一
号
）
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
職

業
安
定
局
長
が
定
め
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
点
区
域
」
と
い

業
安
定
局
長
が
定
め
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
点
区
域
」
と
い

う
。
）
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
同
法
第
三
十
一
条
の
八
第
一
項
に
基

う
。
）
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
同
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
に
基

づ
き
定
め
る
期
間
及
び
区
域
（
重
点
区
域
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い

づ
き
定
め
る
期
間
及
び
区
域
（
重
点
区
域
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い

て
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
沿
っ
て
行
う
新

て
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
沿
っ
て
行
う
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
施
設
に
お
け
る
営
業
時
間
の
変
更
、
当
該
施
設
の
収
容
率
若
し
く
は
当

す
る
施
設
に
お
け
る
営
業
時
間
の
変
更
、
当
該
施
設
の
収
容
率
若
し
く
は
当

該
施
設
を
利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供
を
控
え
る
こ
と
そ

該
施
設
を
利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
又
は
飲
食
物
の
提
供
を
控
え
る
こ
と
そ

の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け
て
、
令
和
三
年

の
他
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
措
置
の
実
施
の
要
請
を
受
け
て
、
令
和
三
年

五
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
事
業
主
が
休
業
さ
せ

五
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
事
業
主
が
休
業
さ
せ

、
そ
の
休
業
さ
せ
ら
れ
て
い
る
期
間
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
賃
金
の
支

、
そ
の
休
業
さ
せ
ら
れ
て
い
る
期
間
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
賃
金
の
支

払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
第
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
に
規

払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
第
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
に
規

定
す
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
要
請
の
対
象
と
な
る
施
設
（
重
点
区
域

定
す
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
要
請
の
対
象
と
な
る
施
設
（
重
点
区
域

に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
役
務
の
提
供
を
行
う
も
の
に
対
す
る
第

に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
役
務
の
提
供
を
行
う
も
の
に
対
す
る
第

三
条
第
三
項
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

三
条
第
三
項
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
四

含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
四

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
う
ち
、
当
該
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
の
初
日

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
う
ち
、
当
該
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
の
初
日

か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第

か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第

三
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
業
さ
せ
ら
れ
て
い
る
期
間
の
区
分

三
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
業
さ
せ
ら
れ
て
い
る
期
間
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
定
め
る
額

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
号
に
定
め
る
額

」
と
し
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
う
ち
、
当

」
と
し
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
う
ち
、
当

該
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の

該
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
当
該
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
同
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
業
さ
せ

翌
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
同
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
業
さ
せ

ら
れ
て
い
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は

ら
れ
て
い
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
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「
八
千
八
百
円
」
と
、
「
、
そ
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
八
千
八
百
円
」
と

「
八
千
八
百
円
」
と
、
「
、
そ
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
八
千
八
百
円
」
と

す
る
。

す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
及
び
第
四
条
第
五
項

の
改
正
規
定
、
同
令
第
三
十
一
条
の
三
十
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
十
四
第
四
項
の
改
正
規
定
（
こ

れ
ら
の
改
正
規
定
中
「
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
同
令
別
表
第
一
の
改
正

規
定
並
び
に
第
二
条
中
医
療
法
施
行
規
則
第
一
条
の
十
四
第
十
三
項
及
び
第
三
十
条
の
三
十
二
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
一
条
の
二
十
九
第
三

項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
一
条
の
三
十
三
第
四
項
の
改
正
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日


